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社会階層 と高校選択

藤原翔 （大 阪大学大学院 ・日本学術振興会特別研 究員）

1．問題の所在

　教育が 拡大 し
， 高等学校進学率は 1970年代

半 ば に は 90％ を超 えた．高等教育機関へ の 進

学率も増加し，ほ ぼ半数 の 者が高等教育 へ と

進学する．し か し，少 なく とも高等教育に つ

い て は，教育達成の 階層間格差 が 縮小す る傾

向は み られな い （荒牧 2000）．

　 日本 と同様に ， 欧米で も出身階層に よ る教

育機会 の 不平等が維持 され続けて い る こ とが

指摘 され て い る，こ の よ うな中，社会移動研

究者 の Breen　and 　Goldthorpe（1997）は Boudon

（1974）の 枠組 み に 沿 っ て，教育選 択 を費用 ，
便益，社会的位 置 の 観点か ら再定式化 し，教

育達成 の 階層間格 差が生成 ・維持 され る メ カ

ニ ズ ム を示 した．Breen　and 　Goldthorpeの 理 論
に よ る と，教育達成 の 階層間格差 を生み だす

要因は主に次 の 3 つ で ある．それは ， （1）相

対 的 リ ス ク 回 避 （Relative　RiskAversion）， （2）

能力 お よ び 成功 の 見 込 み の 階層間格差 ，（3）

資源 の 階層間格差 で あ る．相対的 リス ク 回避

とは，子 どもお よびそ の 親は ，出身階層 と少

な くとも同程度 の 階層に 到達する （下降移動

を回避す る） の に十分な水準の教育を獲得 し

よ うとす る ， とい うもの で あ る．こ の時，専

門 ・管理 出身 の 子 どもが親 と同程度の職業に

就 くた め に は （下降移動を回避す るた め には）

高 い 学歴が必要 で あ る
一

方 で ，マ ニ ュ ア ル 出

身 の 子 どもは高 い 学歴 を得な くて も下降移動

を回避 で きる．階層構造が安定的 で あ り，な

お か つ 学歴メ リ トクラ シ
ー

規範が浸透 した社

会に お い て は ，こ の よ うに職業階層に よっ て

示 され る社会的位置 が 異 な る こ と 自体 が ，教

育選 好や教育選 択 に影響を 与 え，そ し て教育

達成 の 階層間格差 に結び付 くの で あ る ．また，
職業階層 で はな く，学歴そ の もの の 効果に 注

目した も の と して は吉川 （2006）の 研究 があ

り，そ こ で は学歴 下降回避説が主張 され て い

る。

2．分析 の 視点 と仮 説

　社会階層 と教育達成 あるい は教育期待 の

関連をみ た分析 で は，高等教育進学 に注 目す

る場合が多い ．しか し，高校 の 階層構造に よ

っ て 高等教育進 学率が ，実際に 異 な る こ と，
また そ れ が広 く認 識 され て い る と考え られ

る こ と踏まえれ ば，社会階層 と高校選択 に ど

の よ うな関連が ある の か をみ る必要 が ある

（三 輪 2008），高等教育進学を見据えた うえ

で の 教育戦略は，高校選択に大き く反映 され

る と考え ら れ る か ら で ある．こ の よ うな問題

は，秦 （1977）や 苅谷 （1985）に よ っ て 取 り

組 まれ て きたが，新 し い デ
ー

タを用 い て ，改

めて そ の 実態 を確認す る必要 があ る だ ろ う．

　Breen　and 　Goldthorpeの 理論か らは，親 の 職

業は，資源 （世帯収入 ， 子 どもの 数）や能力

（中学時の 成績）を媒介と して ， 高校選択 に

間接的な影響を与えると考 えられ る （仮説 a）．

そ し て ，資源や能力 を コ ン トロ
ー

ル し て も ，

相対 的リス ク 回避 の メ カ ニ ズ ム が 働 くため ，

親の 職業は 高校 の 選択に対 して 直接的な影

響を与え る だ ろ う （仮説 b）．ま た，学歴 下回

避説 か らは ，資源や 能力を コ ン トロ
ー

ル し て

も，そ して 親の職業を コ ン トU 一ル し て も，
親 の 学歴は高校 の 選択 に対 して 直接影響を

与 えると考え られ る （仮説 c）．

3．データ

　2002年 ll月 に 大阪大学大学院人間科学研

究科社会環境学講座経験社会学研究室 が行
っ た 「高校生 とそ の 母親 の 教育意識に 関す る

全国調査 」 の データを用 い た．こ の 調査 の 対

象 となっ た 高校生 とそ の 母親は ，日本 統計株

式会社の保有する 「ア ク セ ス パ ネル 」 （1984
年に住民基本台帳 か らの サ ン プ リン グ に よ

り抽出された全 国規模 の 汎用標本抽 出枠）か

らサ ン プ リン グ され た，調査票 の 総発送数 は

母 子 860セ ッ トで あ り，総回収数は 高校 生 717

票 （回収率83．4％），母親727票 （84．2％）で

あ っ た．最終的な有効回収数は 高校生 ・母親
の 調査票を 1セ ッ トと して 594セ ッ ト （69．1％）

とな っ た．こ の デ
ー

タ の 特徴 として ， 全国 の

高校生 を対象 として い る こ とや ， 母親 に対 し

て も調 査 を行 っ て い る の で ，母親と そ の 配 偶

者の 学歴 や職業，世 帯収 入 とい っ た家族 ・家

庭の 状況 に つ い て の 信頼で き る情報が含ま

れ て い る こ とがあげ られ る．

4．変数

　従属変数は 進 学し た 高校 の 偏差値で あ る ．

偏差値は関塾教育研究所編 （2004）の もの を

用 い た，分布は図 1 の よ うに な る，

　独 立変数は性別 ，居住地 （宮城，埼玉，千
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葉，東京，神奈川，愛知，大阪，兵庫，京都，

福岡を都市，そ の 他を地方），親職業，親学

歴 ，世帯収入 ，子 どもの数，中 3 時成績で あ

る．各変数を構成する カ テ ゴ リは表 1に 示 し

た．これらの 情報は高校 2 年時に 得られ たも

の で あ る が ，中学 3 年 の 時 と比較 し て も，大

きな変化 は な い と仮定 した．

変数

　 　 　 男の 子
性 別
　 　 　 女 の 子

表 1　高 校 偏差値 と属 性 との 関連

　 　 　 カ テ ゴ リ 平 均 値 　度数　 　　値

54．且7　　　269　　　Pr
＝0．SgS

5407　　　272　　　　　　n．s．
　 　 　 都 市
居 住地
　 　 　 地 方

55．斗8　　　　293　　　　Pr耳D．00D
5Z．51　　 24S　　　　　＊＊

　 35

　 30

　 25

顛
20

遡　 1s

　 10

　 5

　 0

。麒 辜霧：簒羹　　 ；：：：lill・ ・1？’…
　 　 　 サ ービ ス ・マ ニ ュア ル 49．62 　 　 90

両親 とも 中学
・
高校　 49．86 　 137

親 学歴 　 　い ず れ か が 高等 教 育

　 　 　 両親 とも 高等 教育

　 　 　 　 　 ρ厂＝0．000
53．74　　　且85　　　　　　串掌
57．H 　　　219

　 　 　 　 無 回 答

　 　 　 　 coo万 未 満

　 　 　 　 400−am万

世帯収入 　600−900万
　 　 　 　 SOO1000 万

　 　 　 　 1000．1200万
　 　 　 　 1200万 以 上

54．64　 　 Z2

48．83　　 46

51．83　　 93
　 　 　 　 　 PF1O ．OCO
52．62　　　H8　　　　　　 8 ＊
54．95　　 且39

56．32　　 63
60，27　　 6Q

　 34363840414446 斗850 　」2S4 　55586062 　64 　5668707Z 　7476

　 　 図 1　高校 偏 差値 の 度 数分布

（N ・・541，平均 ＝54．12，標 準偏差 ＝9．Ol）

　 　 　 　 1人

子 ど も の 数 2人

　 　 　 　 3 人

54．58　 　 57
　 　 　 　 　 ρ厂三D．259
54．57　　　303
　 　 　 　 　 　 n．s．
53．22 　 　 　 且81

5．結果

　属 1生に よ っ て 進学 した 高校の 偏差値が ど

の よ うに異なる の か を示 した の が表 1で あ る ，

性 別 と子 どもの数を除い て は ，高校偏差値 と

の 間 に有意 な関連 がみ られた．

　表 2 は ， 性別 ， 居住地 ， 世帯収入 ， 子 ども

の 数 ， 中3 時成績を統制 した上 で ， 高校 の 偏

差値に対す る親 の 職業 と親の 学歴 の 効果を

OLS によ っ て 推定 した結果 で ある．専門 ・管

理 と比較す る と，事務 ・
販 売や サ

ービ ス ・マ

ニ ュ ア ル 出身では，進学した高校 の 偏 差値 が

低くな る傾向に あ る （た だ し事務 ・
販 売と の

差 は 有意 で は な い ）．また ， 両親 の 学歴 が と

もに高等教 育 の 層 と比 較す ると ， 両親 の 学歴

の い ずれ か が 高等教育で ある層や ，学歴 が と

もに 中学 ・高校の 層で は ，進学 した高校の 偏

差値が低 くな る 傾 向に あ る．

　 　 　 　 下

　 　 　 　 中 の 下

中3時成績 　中の 中

　 　 　 　 中 の 上

　 　 　 　 上

　 合 計

4779 　 　 2呂

48．餌 　 　　95
　 　 　 　 　 PF

＝0．000
51．16　　　129　　　　　　 ●寧
55．35　　　且B6

6293 　　 103

54．且2　 　 54且

〔注）p 値は ’検定 〔pP とF 検定 （PF ）に よる．率1
：p ＜ O，OI．率：p 〈 0．05．

表 2　高校偏差値と親職業
・
親学歴 との 関連 （OLS ）

変 数　 　　 　　カ テ ゴ リ 偏 回 帰 係 数 　　p 値

　 　 　 専 門 ・
管理

親 職 業 事務 ・販売

　 　 　 サ
ービ ス

・
マ ニュアル

　 0，0GO　　　　−
− 1、且07　　　　　0．106
− 1．921　　　　　0．038

　 　 　 両親 と も中学 ・高校

親学歴 い ず れ か が 高 等 教育

　 　 　 両親 と も高 等 教 育

一3．653　　　　　0．000
− 1．314　　　　　0．066
　 0．OGO　　　　一

6．議論

　資源や能力 を コ ン トロ
ー

ル した 上 で の ，親

職業や親学歴 の 直接効果は ，親職業や親学歴

に よっ て ，子 どもや親 の 学歴 に 対す る選好が

異な るもの として 理解す る こ とが で きる．つ

ま り，本分析 か らは，相対的 リス ク回避仮説

と学歴下降回避説 が ともに支持 され た こ と

に な る．ま た，太郎丸 （2007）が相対 的リス

ク 回避説 を検証する た め に 用 い た 方法に よ

っ て 分析 を行 っ た結果 （結果は省略），相対

的 リス ク回避説 と学歴下降回避説 を支持す

るパ タ
ー

ン がみ られた ，

　高校選択 に対す る社会階層 の 影響は ， 単 に

学力や収入 を媒介 とした間接的な もの だけ

で は な く，社会的位置 そ の も の が もつ 直接 的

な影響に よ る も の と考え る こ とが で き る ，

（注 ）他 の 変数 の 係 数 は 省 略．N ＝541，Adj．　Rl ＝D．421．
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